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降り立ち、タクシーを拾おうと空港内にある案内板に目 やっていた最中、 ふと声を掛けられた。タクシー運転手らしい彼は「君の行き先のホテルまで案内できる」と片言の英語で言っていた。特当てもなかったため、 「ホテルまで四〇万ドンで」と値段交渉し、
その場で成立。彼の薦めるタクシーに乗ることにし、彼の後に付いていった。ところが、間もなく別の若い男に私を引き渡し、最初の男は消えて行った。　
エスカレーターで二階に上がり、道路脇でタク
シーを待っていると、なんとそこに現れたのはタクシー会社のステッカーが一切ない黒塗り 普通車。 「あれ？」と思うのも束の間 荷物をトランクに入れられ、私も後部座席に乗せられ、我々の車はすぐさま発車した。　
車内では、 「お前は日本人か」 「何歳だ」 「ベトナ








い男が渋々と車を降り、一緒 来いという彼に、私は荷物を運転手に預けた まホテルへ向かっ 。だが、明らかに前方に見えるホテルへの道 違う路地に入る。 「これはまずい。お金と荷物を盗む気だ」と察した私は、全神経 彼に注 だ。しばらくして彼の携帯電話 鳴り、ベトナム語で会話している。 「電話 すぐ済むから先 行っていてくれ」という彼の言葉は無視し、電話が終わるのを待つ。機嫌を損ねたのか段々と彼の口調も荒くなる。さらに路地を進んでいくと、また 鳴り立ち往生。一歩も引かぬ私。睨む彼。さすがに頭に来た私は、 「ここはホテルまでの道ではないだろ！
　
ちゃんと道案内してくれ。ホテルに電話を
かけてくれ」と彼の腕を掴んで先ほど自分で確認したホテルまでの道に戻ろう っ張った。 「手を放せ」と何度も言う彼に「ＮＯ の一言。握っている腕から彼の体が震えているのが伝わ てき　
ようやく元の道まで戻ったが、既にタクシーはな
い。ホテルにも連れて行 気のない彼に「運転手の所まで連れて行け！」といつもにない強い口調迫る。五〇メートルほど歩いた路肩に車はあり、中で相棒がイライラしなが 待ってい 。 んとか
五〇〇〇円を取り返したものの、 「通行料の四〇万ドンをよこせ」と言う運転手に、仕方なくぐいとお金を押し付け、礼も言わずにそ 場を後にした。結局一〇〇万ドン（五〇〇〇円相当）を支払ったことになる（後に、空港から市内ホテルまでのタクシーの正規料 は二五万ドン（通行料含む）と判明した） 。しばらくの間、私は恐怖というよりは自分が受けた仕打ちに対する怒りで満ち満ちていた。　
実際、私と同じような被害に遭う観光客は非常




渡航の際には、毅然とし 態度で現地人の法外な金額請求を一蹴し、 時には 「ダックア （高 ！） 」 「ボッディー（負けてよ！） 」攻勢で値切り交渉を試み、ドンの消費を最低限 抑え こ が きるまでになった。それでも「まだ現地価格 な わね」と現地の友人に笑われた。何とも欲の深い国である。
ベトナムの真の国際化とは？
─タクシー運転手とのやり取りから─
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